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　昨年末、西区のある小学校の 6 学年が機能不

全に陥っているという相談を受けました。相談い

ただいた保護者のお子さんはクラスの状態に精神

的なショックを受け、体調不良から長期登校不能

状態となっているということです。

ことの始まりは 5 年次に遡ります。一部の生徒

が二学期から落ち着かない雰囲気となり、授業を

聞かず、教師に対しても暴言や反抗的な行動が 

目立つようになりました。聞き取りによると    

その理由は教師に対する不信感にあり、次第にクラス全体を巻き込んでコントロールを喪失し        

以来最長 1 年半も授業にならない状態が続くこととなったのです。またその因果関係について

も学校から保護者への説明が不足していたというご指摘も受けました。

　そこで山下てんせい議員は昨年 12 月より       

同会派の岡田ゆうじ議員（垂水区）の協力も得な

がら、関係する保護者からの聞き取りを開始し  

収集した情報をもとに教育委員会に対し調査と  

改善を要望してまいりました。あわせて学校とし

て因果関係の認定と、影響を受けた子供たちへの

フォローを要望してまいりました。

　その結果当該小学校の校長先生は、学級崩壊問

題が、生徒の学習遅れや一部生徒が身体の不調を起こした一因であると認め、後日保護者の    

前で謝罪されました。また学校や教育委員会により、卒業まで学習支援や心のケアに努めると

いう方針が示されました。しかし他の小中学校においても同様な状況にあるクラスはあると思

われます。そこで今回の事例をこれからに生かすため、山下てんせい議員は 3 月 5 日の予算特

別委員会教育委員会審議において以下のような質疑を行いました。 　　

（一部抜粋してご報告いたします）

　　　　　　　当該校の 5 年時における状況についても把握をしておりました。当該校は、2 学期から 5

年生の一つのクラスの児童数名が、教員の指示に従わずに、授業中に立ち歩いたり等があったため、総務

学習担当が当該クラスに入り複数指導する体制をとっているとの報告を受けております。ただ教育委員会

としては、当該校に特別な支援が必要な状況であるとは当時認識しておりませんでした。

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　この事案について重く受け止めている。しっかりと検証し、一つ教訓として

今後の対応に十分に生かしてまいりたい。ご指摘のとおりガバナンスの強化と学校への適切な支援、これ

は裏表の関係だと思っている。そのために今年度から監理室を新設、地区統括官を配置し、また学校法務

専門官の増員等、体制を強化した。

また学校現場でも、管理職がマネジメント力を十分に発揮しなければならない、まだまだ不十分なケース

があると思う。そして事態が深刻化する前に、より早期に初動段階で事務局の方へ一報を入れる、相談を

するということで、学校の管理職として危機管理の感度というものも高めてもらう必要があるのではない

かとに考えている。これまで以上に事務局と学校園が連携をしなければならない。そこで地区統括官等の

状況確認も踏まえて、事務局の中でケース会議を開催するなど、組織横断的に教育委員会としての支援を

協議することで、事務局内で情報共有、連携強化に一層努めていく必要があると考えている。

1 年半授業成立せず1年半授業成立せず
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教育委員会は５年次における学級崩壊状態は把握していましたか。教育委員会は５年次における学級崩壊状態は把握していましたか。

住谷次長

長田教育長　（答弁要約）

〇結果として教育委員会が当該学校に対する支援を本格化したのは 6 年次の二学期からということになってしまったの

です。私はこの点を問題視しており、迅速な対応があればここまで長期化することは無かったのではないかと思います。

教育委員会と学校園の連携やガバナンスについて、今後どのような改善をしていきますか。教育委員会と学校園の連携やガバナンスについて、今後どのような改善をしていきますか。

※2020 年に新設された「地区統括官」が訪問することで、学校における課題を把握し、教育委員会に持ち帰り対応するという体制になりました。

〇このように教育委員会側も体制を整えたという答弁でした。しかしここで、小学校と教育委員会が講じた対策について、

効果の検証と改善はどうであったのかという疑問が浮かび上がります。

教育委員会は学級崩壊という問題に真摯に向き合い、日常的な PDCA サイクルのチェック
による検証と改善を継続的に行うこと。
学級崩壊の状態を早期に解消するため、組織的かつ迅速に対応する研修や訓練を行うこと。
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　　　　　　日ごろから学校現場と教育委員会事務局の連携を深めておく必要があります。2021 年 1 月下

旬に提出された、東須磨小学校における教員間ハラスメント事案にかかる再発防止委員会による報告書に

おいても「組織体制・制度上の課題」として「管理職のマネジメント力不足」「学校に対する支援」につい

ての指摘がありました。校長先生や教頭先生からの包み隠さぬ報告と、それを受ける教育委員会事務局がフェ

アに聞く姿勢があれば、当該問題はもっと早く解決できたと思われますがいかがでしょうか。
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また、この内容は予算特別委員会の委員長報告にも盛り込まれました。➡



自由民主党神戸市会議員団が毎年市長へ要望する事項の中で、長年「西神中央駅前ロータリーの再整備」

を訴え続けてまいりましたが、この度駅前リノベーションの一環として実施されることになりました。

参加議員：【神戸市会】　山下てんせい、坊池正　【兵庫県議会】　谷口俊介

2020 年 12月 2日　西区の道路整備に関する陳情活動を区下各自治会の了承、連名のもと行いました。

首相官邸にて、内閣官房副長官の坂井学代議士と面談
坂井代議士は横浜市戸塚区選出との事で、バイパス整備の課題を共有

できました。特に南北の動線が重要という点で力強い返答をいただけ

たと思います。

国土交通省にて、国土交通大臣政務官の鳩山二郎代議士と面談
湾岸線西進部など大規模開発が進む神戸に注目されており、優先度が期

待できます。ローカルな課題にも耳を傾けていただき、ともすれば隠れ

がちな西バイパス事業も視察いただけるかもしれません。

「必要な道路をいち早く整備するのが国交省の役目。予算をしっかり確保

するよう頑張ります。」と力強いお言葉を頂戴しました。

財務省にて、藤﨑主計局主計官 (国土交通、公共事業総括係担当) と面談
我々の陳情にしっかり耳を傾けていただき、事情は把握していただけた手

ごたえがあります。ただ、先ずは国交省からの要求あっての話なので、神

戸市としても着実に準備して欲しいという趣旨のご意見をいただきました。

内閣府にて、藤井比早之内閣府副大臣と面談
この度の陳情において色々お世話いただきました。感謝申し上げます。

また副大臣室では、陳情内容は勿論のこと、溜め池をはじめとした地域

課題についてざっくばらんに懇談する事ができました。

陳情要旨陳情要旨

このような計画となっております。

このうち植栽については、根上がりやムクドリの営巣などの問題から、少なめにしてほしいということを意見申

し上げました。「広過ぎるバスロータリー」「タクシーロータリーのトラブル」の二つの課題は一歩前進です。

ただし駅西の活性化についてはまだまだ課題が残りますので、引き続き提言してまいります。

具体的には

① 一般車・タクシーロータリーの改良

② バスロータリーのコンパクト化

③ 歩行者空間の高質化　　　　　　　　　

一般車・タクシーロータリーが一部拡張され、混雑の緩和を図ります。

このことにより歩行者空間を確保し、開放感のある駅前を実現します。

植栽や照明、ベンチなど、まちの顔となる空間を整備します。
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